
順位

1 政 新 会 伊 藤 康 司 1 市長のマニフェストについて

1 財政規模と元気な産業づくりについて
(1) 自主財源と次年度財政規模は
(2) 商業の活性化構想と観光の推進及び中心市街地活性化策
は

(3) 食育実践プログラムと林業の構造的問題への取り組みは
(4) 農家農村への施策及び担い手対策は
2 元気な人づくりについて
(1) 次世代育成支援対策における子育て支援、保育体制の拡
充は

(2) 子供の権利条例の運用は
(3) 老人介護の実態と対応は
(4) 老人会・クラブへの育成支援は
3 快適で住み良いまちづくりについて
(1) 定住化の促進策と地域街づくり推進団体の位置づけは
(2) 下水道整備の推進と市財政は
4 安全で安心なまちづくりについて
(1) 市有建築物耐震化計画と公的施設の見直し、再編は
(2) 市庁舎耐震化の具体的案は
(3) 吉野瀬ダムの建設見通しと吉野瀬川ショートカットは
(4) 戸谷片屋線の整備促進及び新幹線の県内延伸は
(5) 冬期間の日野川豊水での融雪計画は
5 地方分権について
(1) 現状での分権化と自治体としての対応は

1 地域主権時代の奈良市政について
(1) 地域主権に対応する体制について
(2) 市民満足度の向上について
(3) 自治振興事業の推進について
(4) 広域行政のあり方と定住化の促進について
(5) 自己財源の確保について
(6) 新庁舎建設について
(7) 福祉制度の隙間を埋めるシステムづくり
(8) 子どもの貧困対策について
(9) 経済対策と雇用の確保について
(10) 農業・林業・水道・下水道事業について
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順位

「えちぜん＜新＞元気プログラム」について
1 「プログラム前段」から
(1) 安定感と安心感を感じさせる具体的な方向性は
(2) 「元気な自立都市」の実現に向けて
ア 財源確保の見通しと職員数
イ 管理職ポスト減と女性職員の登用

2 「元気な産業づくり」から
(1) 雇用の実態と就職内定率の動向
(2) 不況下にある市内企業の現状
(3) 商業の衰退とまちなか魅力の減退
(4) 「夢づくり都市」の描く姿とは
3 「快適で住みよいまちづくり」と「安心安全なまちづく
り」から
(1) 丹南総合公園野球場の規模と既存市営球場の跡地利用
(2) 福井鉄道福武線及び市民バスの考え
(3) 防災訓練及びダム・河川等の整備等
(4) 消防の広域化等
(5) 清掃行政への認識度
4 選挙管理委員会のあり方について

1 国の政策見直しによる市経済への影響と対策について
(1)中小企業支援
(2)雇用対策
2 伝統工芸の継承者育成について
(1)技術センターの設置を
3 がん対策について
(1)女性の検診・応援、無料クーポンの継続を
(2)市の節目検診のがん検診をクーポン券方式に
4 新型インフルエンザへの取り組みについて
(1)病児保育について
(2)受験生対策について
5 高齢者・障がい者の救急・救助体制について
(1) ｢救急医療情報キット」の配布を
6 新政権の政策による市民への影響と対策について
(1)太陽光パネル設置支援について
(2)「子ども手当」による隠れ増税について

1 ２期目を迎えての市長の政治姿勢について
2 国民健康保険について
3 後期高齢者医療制度について
4 乳幼児医療費助成制度の拡充と窓口無料化について
5 妊婦検診無料化の継続について
6 住宅用火災警報器の設置義務化に伴う市の対応について
7 歩道の改修、整備について
8 今後の水道料金改定の見込みについて
9 「たけふ菊人形」について
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1 ものづくり都市を目指す越前市の対応について
2 農業振興について
(1) 「食と農の創造条例」の実効性と具体策
(2) 地元食材４５％以上の確保による根拠策
(3) 農業の担い手に対する不安感の解消について
(4) 食物アレルギー症の対応
3 国の公共事業のあり方について
(1) 工事が中断されている合同庁舎建設に対する考え
(2) 計画途中の大型国庫事業に対する見通し
(3) 公共施設の維持補修問題
4 まちづくりの観点
(1) まちづくり交付金の動向と商業圏に対する考え
5 新型インフルエンザの対策について
(1) 休校休園等への対応
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